
『
奥
の
細
道
』
と
い
う
標
題
の
由
来
に
つ
い
て
は
、
夙
に
白
石
悌
三
氏
の
卓
説
「
も
う
一
つ

の
『
細
道
』
ｌ
芭
蕉
と
歌
枕
に
つ
い
て
の
試
論
ｌ
」
〔
違
一
〕
が
備
わ
る
。
芭
蕉
が
東
下
り
の
歌
枕

と
し
て
伝
統
的
な
旅
の
本
意
を
象
徴
す
る
も
う
一
つ
の
「
細
道
」
で
あ
る
「
蔦
の
細
道
」
を
意

識
し
、
「
新
し
い
旅
の
本
意
で
仕
立
て
直
し
た
」
元
禄
の
新
東
下
り
に
「
奥
の
細
道
」
と
い
う

標
題
を
与
え
た
経
緯
が
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
が
、
今
回
、
紀
行
文
の
標
題
の
類

型
を
考
え
る
に
あ
た
っ
て
白
石
論
を
読
み
直
す
と
、
次
の
よ
う
に
有
益
な
指
摘
が
あ
る
。

芭
蕉
は
宗
因
に
よ
っ
て
俳
譜
に
開
眼
し
、
宗
祇
に
よ
っ
て
生
涯
を
影
響
さ
れ
た
。
そ
の
宗
祇
に
『
白

河
紀
行
』
が
あ
り
、
宗
因
に
『
松
島
一
見
記
』
が
あ
る
。
芭
蕉
が
こ
れ
ら
の
作
品
を
知
っ
て
い
た
と
は

明
言
し
か
ね
る
が
、
ま
ず
は
陸
奥
紀
行
に
常
識
的
な
題
号
で
あ
ろ
う
。
白
河
も
松
島
も
陸
奥
を
代

表
す
る
歌
枕
で
、
何
よ
り
も
芭
蕉
自
身
が
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
冒
頭
に
「
白
河
の
関
」
「
松
島
の
月
」
へ

の
期
待
を
ま
ず
記
し
て
い
た
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
芭
蕉
は
な
ぜ
世
の
常
識
に
さ
か
ら
っ
て
、
さ
ほ
ど

有
名
で
も
な
い
地
名
を
選
ん
だ
の
か
。
ま
し
て
、
地
名
を
う
ち
つ
け
に
「
お
く
の
ほ
そ
道
」
と
い
う
題

号
も
変
な
も
の
で
あ
ろ
う
。
『
白
河
』
『
松
島
』
で
は
題
号
の
体
を
な
さ
な
い
よ
う
に
、
こ
れ
も
ま
た

『
紀
行
』
『
一
見
記
』
を
添
え
な
け
れ
ば
体
を
な
す
ま
い
。

白
石
氏
は
、
普
通
は
地
名
だ
け
で
は
紀
行
文
の
標
題
と
は
な
り
得
ず
、
「
地
名
十
紀

行
」
、
「
地
名
十
一
見
記
」
と
い
う
よ
う
に
「
『
紀
行
』
『
一
見
記
』
を
添
え
な
け
れ
ば
体
を
な

『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
い
う
標
題
に
つ
い
て

《
｜
》
近
世
期
紀
行
文
学
の
標
題
に
つ
い
て

す
」
こ
と
は
な
い
こ
と
を
示
唆
さ
れ
た
が
、
実
際
、
中
世
末
期
か
ら
近
世
期
の
紀
行
文
の
標

題
の
類
型
は
、
以
下
の
通
り
、
大
略
五
つ
に
分
類
す
る
こ
と
が
で
き
よ
う
壜
一
〕
。

【
類
型
Ｉ
】
「
地
名
（
人
名
・
年
号
・
俳
句
の
一
節
）
＋
紀
行
（
記
行
）
」

例
１
「
熱
海
紀
行
」

例
２
「
天
橋
立
紀
行
」
例
３
「
有
馬
温
泉
紀
行
」

例
４
「
有
馬
記
行
」

例
５
「
出
雲
紀
行
」
、
例
６
「
伊
勢
紀
行
」

例
７
「
伊
良
虞
紀
行
」
例
８
「
卯
辰
紀
行
」
例
９
「
梅
之
紀
行
」

例
皿
「
宇
良
富
士
の
紀
行
」
例
ｕ
「
蝦
夷
紀
行
」
例
哩
「
蝦
夷
地
紀
行
」

例
廻
「
江
戸
温
泉
紀
行
」
例
叫
「
鹿
島
紀
行
」
例
巧
「
金
沢
鎌
倉
紀
行
」

例
亜
「
寛
政
七
年
紀
行
」

例
灯
「
己
已
紀
行
」
例
嘔
「
高
野
紀
行
」

例
⑲
「
西
国
紀
行
」
例
加
「
宰
府
紀
行
」
例
迦
「
更
科
紀
行
」

例
空
「
春
秋
庵
白
雄
居
士
紀
行
」
例
調
「
紹
巴
紀
行
」
例
塑
「
白
河
紀
行
」

例
濁
「
壬
申
紀
行
」

例
調
「
壬
戌
紀
行
」
例
幻
「
角
田
川
紀
行
」

例
塑
「
仙
都
紀
行
」
例
”
「
宗
長
紀
行
」
例
鋤
「
多
田
之
紀
行
」

例
瓢
「
筑
紫
紀
行
」

例
犯
「
津
山
紀
行
」
例
調
「
丁
丑
紀
行
」

例
訓
「
東
国
紀
行
」
例
弱
「
東
海
紀
行
」
例
苑
「
日
光
山
紀
行
」

例
諏
「
野
ざ
ら
し
紀
行
」

例
犯
「
麦
水
紀
行
」
例
鋤
「
白
山
紀
行
」

例
㈹
「
函
館
紀
行
」

例
“
「
白
馬
紀
行
」
例
ね
「
は
す
の
葉
の
紀
行
」

ほ
う
ご
く

例
娼
「
八
丈
記
行
」

例
“
「
丙
辰
紀
行
」
例
栢
「
豊
国
紀
行
」

例
拓
「
木
因
翁
紀
行
」

例
幻
「
身
延
紀
行
」
例
招
「
大
和
紀
行
」

安
保
博
史
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例
偲
「
湯
山
紀
行
」
例
釦
下
亡
野
紀
行
」

【
類
型
Ⅱ
】
「
地
名
十
記
（
紀
）
」

あ
づ
ま
じ
の
き

例
１
「
東
路
記
」
例
２
「
江
の
鴫
の
記
」

例
４
「
熊
野
路
記
」

例
５
「
熊
野
ま
う
で
の
記
」

例
７
「
高
野
詣
記
」

例
８
「
十
仏
参
詣
記
」

例
加
「
太
神
宮
参
詣
記
」

例
ｕ
「
椿
ま
う
で
の
記
」

例
廻
「
東
西
遊
記
」

例
叫
「
都
の
ぼ
り
道
の
記
」

【
類
型
Ⅲ
】
「
地
名
（
年
・
季
節
・
月
・
人
名
）
＋
日
記
」

例
１
「
梅
桜
日
記
」

例
２
「
奥
羽
日
記
」

例
４
「
奥
の
小
日
記
」

例
５
「
温
泉
旅
行
日
記
」

例
７
「
衣
更
着
日
記
」
例
８
「
紀
州
行
日
記
」

例
加
「
玄
与
日
記
」
例
、
「
甲
申
旅
日
記
」

例
廻
「
西
国
道
日
記
」

例
叫
「
佐
渡
日
記
」

例
亜
「
菅
笠
日
記
」

例
Ⅳ
「
住
吉
紀
行
」

例
廻
「
善
光
寺
紀
行
」

例
加
「
宗
長
駿
河
日
記
」

例
型
「
花
見
の
日
記
」

例
調
「
富
士
日
記
」

例
奉
「
若
山
行
日
記
」

【
類
型
Ⅳ
】
「
地
名
十
一
見
（
覧
）
記
」

例
１
「
東
下
り
富
士
一
見
記
」

例
２
「
富
士
一
覧
記
」

例
４
「
陸
奥
塩
竃
一
見
記
」

【
類
型
Ｖ
】
「
地
名
（
人
名
）
＋
道
（
路
）
之
記
」

例
１
「
伊
香
保
道
之
記
」
例
２
「
関
東
下
向
道
記
」

例
４
「
九
州
道
の
記
」

例
５
「
熊
野
路
記
」

例
７
「
庚
子
道
の
記
」
例
８
「
四
国
道
之
記
」

例
３
「
岡
部
日
記
」

例
６
「
寛
政
三
年
帰
郷
日
記
」

例
９
「
岐
曾
路
日
記
」

例
廻
「
西
花
上
洛
之
日
記
」

例
喧
「
上
京
日
記
」

例
肥
「
西
北
紀
行
」

例
迦
「
名
古
屋
行
日
記
」

例
型
「
み
ち
奥
日
記
」

例
３
「
奥
羽
行
紀
」

例
６
「
高
野
山
参
詣
記
」

例
９
「
西
遊
雑
記
」

例
廻
「
東
西
雑
記
」

例
巧
「
吉
野
詣
記
」

例
３
「
木
曾
路
之
記
」

例
６
「
玄
旨
法
印
道
記
」

例
９
「
照
顔
斎
道
の
記
」

例
３
「
松
島
一
見
記
」

例
皿
「
紹
巴
富
士
見
道
記
」
例
、
「
紹
巴
道
の
記
」
例
哩
「
宗
長
道
之
記
」

例
廻
「
但
馬
湯
嶋
道
之
記
」
例
巧
「
肥
後
道
之
記
」

例
叫
「
筑
紫
道
之
記
」

例
妬
「
富
士
の
道
の
記
」
例
Ⅳ
「
松
し
ま
道
の
記
」
例
昭
「
幽
斎
道
之
記
」

例
⑲
「
吉
野
の
道
の
記
」

中
世
末
か
ら
近
世
期
の
紀
行
文
の
標
題
は
、
右
の
【
類
型
Ｉ
】
～
【
類
型
Ｖ
一
を
一
覧
し
て

も
明
ら
か
な
通
り
、
旅
行
先
の
地
名
や
旅
行
者
の
人
名
、
旅
行
時
の
年
号
・
季
節
な
ど
に
、

「
紀
行
」
・
「
記
（
紀
）
」
・
「
日
記
」
・
「
一
見
（
覧
）
記
」
・
「
道
（
路
）
之
記
」
な
ど
を
添
え
て
命
名
さ
れ

る
こ
と
が
一
般
的
で
あ
る
。

例
え
ば
、
芭
蕉
の
貞
享
元
年
（
一
六
八
四
）
八
月
か
ら
翌
年
の
四
月
末
ま
で
の
九
か
月
の

俳
譜
紀
行
を
、
現
在
、
『
野
ざ
ら
し
紀
行
』
と
称
す
る
こ
と
が
多
い
。
し
か
し
、
こ
の
紀
行
文

は
初
め
は
芭
蕉
自
身
の
命
名
が
な
く
、
草
稿
の
ま
ま
伝
来
し
た
た
め
、
旅
立
ち
の
句
の
上
五

の
「
野
ざ
ら
し
」
や
「
芭
蕉
」
と
い
う
名
に
「
集
」
・
「
紀
行
三
類
型
Ｉ
】
）
・
「
道
之
記
三
類
型

Ｖ
】
）
を
添
え
た
、
「
の
ざ
ら
し
の
集
」
「
野
ざ
ら
し
乃
紀
行
」
「
野
ざ
ら
し
の
紀
行
」
「
野
晒
紀

行
」
「
野
曝
紀
行
」
「
芭
蕉
翁
道
乃
記
」
「
芭
蕉
翁
野
佐
ら
し
紀
行
」
と
い
っ
た
標
題
や
、
旅
を

し
た
年
を
示
す
「
甲
子
」
に
「
紀
（
記
）
行
」
（
【
類
型
Ｉ
】
）
「
吟
行
」
を
添
え
た
、
「
芭
蕉
翁
甲
子

の
記
行
」
「
芭
蕉
翁
甲
子
吟
行
」
「
甲
子
吟
行
」
「
甲
子
紀
行
」
と
い
っ
た
標
題
を
派
生
す
る
こ

と
に
な
っ
た
の
で
あ
る
〔
注
三
〕
。

こ
の
よ
う
に
、
紀
行
文
の
作
者
以
外
の
人
々
が
、
地
名
や
人
名
な
ど
に
紀
行
用
の
常
套

語
を
加
え
て
標
題
と
し
て
い
た
事
実
か
ら
は
、
当
時
の
紀
行
文
の
命
名
の
あ
り
方
の
類
型

性
が
窺
え
て
興
味
深
い
。
つ
ま
り
、
紀
行
文
の
標
題
は
、
命
名
が
作
者
で
あ
る
か
否
か
に
拘

わ
ら
ず
類
型
的
・
常
套
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
の
で
あ
り
、
そ
の
結
果
、
横
井
也
有
『
熱

海
紀
行
崖
延
享
二
年
〈
一
七
四
五
〉
）
・
中
山
高
陽
『
熱
海
紀
行
芦
安
永
五
年
〈
一
七
七
六
〉
）

・
藤
原
祐
邦
『
熱
海
紀
行
崖
安
永
八
年
〈
一
七
七
九
〉
）
・
平
田
湖
貢
『
熱
海
紀
行
芦
文
政
四

年
〈
一
八
二
一
〉
）
な
ど
四
つ
の
『
熱
海
紀
行
』
、
涌
蓮
『
吉
野
紀
行
崖
宝
暦
一
二
年
〈
一
七
六
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し
よ
き
ゆ
う
に

女
流
俳
譜
師
と
し
て
有
名
な
「
諸
九
尼
」
は
、
通
称
を
「
な
み
」
と
い
い
、
正
徳
四
年
（
一

七
一
四
）
、
筑
後
国
竹
野
郡
唐
島
村
（
現
福
岡
県
浮
羽
郡
田
主
丸
町
）
の
庄
屋
（
永
松
十
五

郎
）
の
四
女
と
し
て
生
ま
れ
、
長
じ
て
近
村
中
原
村
の
同
族
の
庄
屋
永
松
万
右
衛
門
に
嫁
し

た
。
転
機
は
、
三
十
歳
頃
に
訪
れ
る
。
筑
後
川
畔
の
片
の
瀬
に
滞
在
し
、
俳
譜
（
俳
句
）
指
導

あ
り
い
こ
は
く

に
当
た
っ
て
い
た
野
城
門
の
俳
譜
師
有
井
湖
白
（
の
ち
の
浮
風
。
元
直
方
藩
士
有
井
義
保
、

当
時
四
十
二
歳
）
と
駆
落
ち
し
て
上
阪
し
た
。

上
方
で
は
、
夫
浮
風
の
指
導
の
も
と
、
俳
才
を
育
み
、
延
享
三
年
（
一
七
四
六
）
、
三
十
三

な
み

歳
の
年
、
杏
雨
編
『
松
の
中
』
に
「
波
女
」
号
を
も
っ
て
一
句
入
集
し
た
の
を
手
始
め
に
、
諸

俳
書
に
彼
女
の
繊
細
鋭
敏
な
佳
句
が
見
え
る
よ
う
に
な
る
。
宝
暦
五
年
（
一
七
五
五
）
冬
、

二
〉
）
・
几
董
『
吉
野
紀
行
豈
寛
政
二
年
〈
一
七
九
○
〉
）
・
定
雅
『
吉
野
紀
行
堂
文
化
九
年

（
一
八
一
○
〉
）
・
司
馬
江
漢
『
吉
野
紀
行
崖
文
化
九
年
〈
一
八
一
二
〉
）
な
ど
四
つ
の
『
吉
野
紀

行
』
が
象
徴
す
る
よ
う
に
、
同
名
の
標
題
が
何
度
も
つ
け
ら
れ
て
い
く
の
で
あ
る
。

そ
の
意
味
で
、
旅
の
俳
尼
諸
九
尼
が
、
明
和
八
年
（
一
七
七
二
）
の
陸
奥
行
脚
後
直
ち
に

俳
譜
紀
行
と
俳
譜
撰
集
を
上
下
二
巻
に
編
み
、
翌
九
年
、
旅
の
象
徴
的
用
具
で
あ
る

「
笠
」
を
通
し
て
自
ら
の
人
生
を
顧
み
た
道
中
吟
「
い
つ
し
か
と
ほ
つ
れ
し
笠
や
あ
き
の
風
」
の

下
五
に
「
記
」
を
添
え
て
『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
命
名
し
て
刊
行
し
た
事
実
は
、
作
者
独
自
の
命

名
意
識
が
顕
著
な
例
と
し
て
注
目
さ
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

今
回
は
、
『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
い
う
標
題
の
由
来
と
な
っ
た
句
を
軸
に
諸
九
尼
の
人
生
と

文
学
に
つ
い
て
考
察
し
、
以
て
近
世
期
紀
行
文
で
は
稀
有
な
「
標
題
そ
の
も
の
の
自
照
性
」
を

明
ら
か
に
し
て
み
た
い
。

《
二
》
旅
の
俳
尼
諸
九
尼
に
つ
い
て

し
よ
き
ゆ
う

京
都
に
移
住
し
、
五
条
に
千
鳥
庵
を
営
み
、
号
も
碓
鳩
（
の
ち
諸
九
に
改
号
）
と
改
め
た
。

夫
婦
相
和
し
た
精
力
的
な
俳
壇
活
動
が
実
り
、
宝
暦
十
二
年
（
一
七
六
二
）
四
月
、
夫
浮
風

は
、
芭
蕉
・
野
玻
二
翁
の
石
碑
の
建
立
・
開
眼
供
養
を
挙
行
し
、
そ
の
記
念
集
を
刊
行
す
る

な
ど
年
来
の
念
願
を
成
就
し
た
。
が
、
そ
の
矢
先
、
浮
風
は
、
五
月
十
七
日
、
「
つ
れ
も
あ
り

い
ま
は
の
空
の
ほ
と
と
ぎ
す
」
を
辞
世
の
句
と
し
て
急
逝
す
る
。
同
年
、
四
十
九
歳
の
諸
九

は
、
浮
風
百
ヶ
日
の
忌
日
に
剃
髪
し
て
尼
と
な
り
、
京
の
岡
崎
に
草
庵
を
求
め
、
浮
風
居
士

の
画
像
を
か
け
て
、
亡
夫
を
偲
ぶ
日
々
を
送
っ
た
。

そ
の
後
、
諸
九
尼
は
、
『
秋
風
の
記
』
の
旅
な
ど
各
地
に
杖
を
曳
き
、
雅
交
を
重
ね
る
日

々
を
過
ご
し
た
が
、
安
永
七
年
（
一
七
七
八
）
、
六
十
五
歳
の
年
、
亡
夫
十
七
回
忌
を
節
目

の
う
が
た

と
し
て
京
を
去
り
、
亡
夫
の
郷
里
筑
前
直
方
山
部
に
庵
を
結
び
、
晩
年
の
日
々
を
送
っ
た
。

天
明
元
年
（
一
七
八
一
）
九
月
十
日
没
。
享
年
六
十
八
歳
。
法
名
は
天
利
院
高
誉
諸
九
蘇

天
で
あ
る
。

し
よ
き
ゆ
う

と
こ
ろ
で
、
諸
九
の
前
号
「
碓
鳩
」
は
、
『
詩
経
』
周
南
・
関
碓
の
「
関
関
ダ
ル
碓
鳩
ハ
河
ノ

み
さ
ご

洲
二
在
り
窃
窕
ダ
ル
淑
女
ハ
君
ノ
好
逮
」
に
よ
る
〔
塗
四
〕
。
唯
鳩
は
「
鶚
」
の
異
名
で
あ
り
、
古

来
、
雌
雄
の
情
愛
の
こ
ま
や
か
な
烏
と
さ
れ
る
と
と
も
に
、
淑
徳
あ
る
女
性
の
た
と
え
に
も

用
い
ら
れ
た
も
の
で
あ
る
。
出
会
い
の
事
情
は
ど
う
あ
れ
、
こ
の
俳
号
そ
の
ま
ま
に
、
諸
九
は

浮
風
の
良
き
妻
と
し
て
穏
や
か
で
愛
情
溢
れ
た
家
庭
生
活
を
送
っ
た
。

例
え
ば
、
「
あ
る
じ
の
行
脚
の
留
守
を
守
り
て
」
と
詞
書
し
た
「
待
日
数
う
れ
し
や
暮
れ
て

郭
公
」
と
い
う
句
や
、
浮
風
追
悼
句
「
暮
む
つ
は
そ
の
暁
や
ほ
と
と
ぎ
す
」
の
詞
書
の
「
塵
を

い
で出

て
ち
り
に
ま
じ
は
り
、
市
に
か
く
れ
て
市
に
遊
ぶ
を
、
我
夫
の
生
涯
と
し
て
、
起
臥
を
た

す
け
あ
ひ
、
幾
年
月
を
か
さ
ね
、
あ
る
は
三
つ
き
五
月
の
行
脚
の
留
守
だ
に
、
よ
す
が
の
お

ぽ
つ
か
な
き
を
か
こ
ち
過
し
け
る
に
（
後
略
）
」
（
『
そ
の
行
脚
』
）
と
い
う
記
述
な
ど
は
、
西
国
行

脚
の
夫
の
帰
り
を
指
折
り
数
え
て
待
つ
、
彼
女
の
幸
福
な
姿
を
桁
佛
と
さ
せ
る
。
郷
里
を

捨
て
、
上
方
に
旅
立
ち
、
難
波
・
京
で
「
起
臥
を
た
す
け
あ
ひ
、
幾
年
月
を
か
さ
ね
」
た
二
十
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年
間
の
日
々
は
、
夫
浮
風
の
死
に
よ
っ
て
懐
く
消
え
た
。
諸
九
は
「
長
き
わ
か
れ
の
か
な
し

さ
は
、
我
身
ひ
と
つ
の
や
う
に
覚
へ
」
（
『
そ
の
行
脚
』
）
、
異
郷
の
地
に
残
さ
れ
た
悲
嘆
を
晴
ら

す
べ
く
も
な
く
、
ひ
た
す
ら
浮
風
の
冥
福
を
祈
る
し
か
な
か
っ
た
。
諸
九
は
、
浮
風
百
ヶ
日
の

忌
日
に
剃
髪
し
、
「
蘇
天
」
と
称
し
、
次
の
句
を
詠
む
の
で
あ
る
．

百
ヶ
日
も
と
ど
り
を
は
ら
ひ
て

は
き
す
て

掃
捨
て
見
れ
ば
芥
や
秋
の
霜
諸
九
尼
蘇
天

右
の
「
芥
や
」
と
い
う
決
然
た
る
言
葉
か
ら
は
、
黒
髪
が
象
徴
す
る
、
こ
れ
ま
で
の
女
と
し

て
の
妻
と
し
て
の
境
涯
を
「
芥
」
と
切
り
捨
て
、
ひ
と
り
尼
と
し
て
生
き
よ
う
と
す
る
諦
念

と
も
、
決
意
と
も
思
え
る
響
き
が
伝
わ
る
。
そ
の
決
意
と
は
、
亡
夫
と
と
も
に
励
ん
だ
俳
譜

の
一
筋
に
生
き
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
旅
の
俳
尼
諸
九
の
誕
生
で
あ
る
。

諸
九
は
諸
九
尼
と
し
て
蘇
る
。
同
年
秋
に
は
浮
風
の
画
像
を
笈
に
忍
ぱ
せ
西
国
行
脚
に

出
立
、
各
地
の
浮
風
ゆ
か
り
の
知
人
や
門
人
と
交
流
し
つ
つ
「
追
善
の
句
を
拾
ひ
」
（
『
そ
の

行
脚
』
杏
雨
序
）
集
め
、
翌
年
帰
京
、
浮
風
一
周
忌
追
善
集
と
し
て
『
そ
の
行
脚
』
上
下
二
巻

を
刊
行
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
亡
夫
の
志
を
継
い
で
西
国
行
脚
を
重
ね
る
一
方
、
明
和
八

年
（
一
七
七
一
）
に
は
全
行
程
五
百
五
十
里
の
松
島
行
脚
を
敢
行
し
、
俳
譜
紀
行
『
秋
か
ぜ

の
記
』
を
成
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
、
諸
九
尼
は
、
旅
の
新
天
地
の
中
で
の
実
体
験
を
通
し

て
、
「
涙
ぐ
み
て
馬
も
ゆ
く
な
り
枯
野
原
」
「
家
に
帰
る
人
う
ら
や
ま
し
鴫
の
声
」
「
草
に
寝

て
暁
う
れ
し
雄
子
の
声
」
な
ど
旅
の
哀
歓
を
率
直
に
表
現
し
た
句
、
「
枯
る
る
ほ
ど
草
に
し

み
こ
む
冬
の
月
」
「
行
く
春
や
海
を
見
て
居
る
鴉
の
子
」
な
ど
精
細
な
自
然
観
照
の
句
を
残

す
こ
と
に
な
っ
た
〔
注
五
〕
。

《
三
》
『
秋
か
ぜ
の
記
』
Ｉ
そ
の
表
現

し
げ
ん

明
和
八
年
（
一
七
七
一
）
三
月
末
、
五
十
八
歳
の
諸
九
尼
は
、
只
言
法
師
を
伴
っ
て
洛
東

岡
崎
を
出
発
す
る
。
石
山
寺
に
詣
で
て
、
翌
四
月
一
日
、
一
路
東
海
道
を
下
り
、
五
月
は

二
十
日
間
あ
ま
り
江
戸
に
滞
在
し
、
鹿
島
を
経
て
、
六
月
中
旬
、
仙
台
に
到
着
し
た
夜
に

病
を
得
た
が
、
回
復
後
、
松
島
・
壷
の
碑
・
宮
城
野
な
ど
に
遊
ぶ
。
八
月
五
日
、
帰
途
に
つ

き
、
白
河
の
関
・
日
光
・
桐
生
・
善
光
寺
を
巡
り
、
諏
訪
湖
を
通
っ
て
美
濃
路
に
出
、
九
月
四

日
、
石
山
寺
に
帰
着
し
た
。
諸
九
尼
は
、
こ
の
前
後
四
ヶ
月
に
及
ぶ
奥
羽
行
脚
の
体
験
を
紀

行
文
に
ま
と
め
、
道
中
で
得
た
諸
国
の
俳
譜
好
士
の
吟
三
百
余
句
を
も
収
め
て
、
明
和
九

年
（
一
七
七
二
）
、
上
巻
（
俳
譜
紀
行
で
下
巻
（
俳
譜
撰
集
）
二
巻
を
上
梓
し
た
。

上
巻
『
秋
か
ぜ
の
記
』
の
冒
頭
は
次
の
よ
う
に
書
き
出
さ
れ
て
い
る
〔
注
六
〕
。

＃

奥
の
ほ
そ
道
と
い
ふ
文
を
読
み
初
め
し
よ
り
、
何
と
お
も
わ
く
心
は
な
け
れ
ど
、
た
だ
そ
の
跡
の

な
つ
か
し
く
て
、
年
年
の
春
ご
と
に
、
霞
と
共
に
と
は
思
へ
ど
、
年
老
い
し
尼
の
身
な
れ
ば
、
遙
か
な

お
ぽ
つ
か

る
道
の
ほ
ど
も
覚
束
な
く
、
（
中
略
）
こ
の
年
月
を
い
た
づ
ら
に
過
し
け
る
に
、
こ
と
し
の
春
は
さ
る
道

し
げ
ん

祖
神
の
憐
れ
み
給
ふ
に
や
、
は
か
ら
ず
も
只
言
ほ
う
し
に
誘
は
れ
参
ら
せ
て
、
逢
坂
の
関
の
あ
な

た
に
こ
え
行
く
事
と
は
な
り
ぬ
。
都
の
空
は
い
ふ
も
更
な
り
、
住
み
な
れ
し
草
の
戸
も
、
又
い
つ
か
は

と
思
ふ
名
残
の
露
を
置
き
そ
ふ
こ
こ
ち
す
。

山
ぷ
き
や
名
ご
り
は
口
に
い
は
ね
ど
も

右
の
文
に
は
、
能
因
・
西
行
・
芭
蕉
と
い
う
陸
奥
ゆ
か
り
の
古
人
の
詩
句
を
織
り
交
ぜ
つ

つ
、
「
日
々
旅
に
し
て
旅
を
栖
と
す
」
る
人
生
の
実
践
者
と
し
て
敬
慕
す
る
芭
蕉
が
歩
ん
だ

「
た
だ
そ
の
跡
」
を
自
ら
辿
り
た
い
と
い
う
旅
立
ち
の
動
機
と
抱
負
、
「
又
い
つ
か
は
と
思
ふ

名
残
」
は
尽
き
な
い
け
れ
ど
も
、
そ
れ
を
振
り
切
っ
て
「
住
み
な
れ
し
草
の
戸
」
を
踏
み
出
し

て
い
く
旅
へ
の
決
意
が
記
さ
れ
て
い
る
。

『
秋
か
ぜ
の
記
』
は
、
諸
家
の
指
摘
す
る
通
り
、
芭
蕉
の
人
と
作
品
と
を
強
く
意
識
し
た

作
品
で
あ
る
。
特
に
『
奥
の
細
道
』
の
影
響
が
色
濃
く
見
ら
れ
、
一
見
、
文
学
的
独
自
性
に

乏
し
い
よ
う
に
見
え
る
。
し
か
し
、
他
の
女
流
文
学
者
が
、
平
安
期
の
『
土
佐
日
記
』
や
『
更
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と
い
う
記
述
が
、
歌
枕
（
和
歌
の
名
所
）
で
あ
る
「
さ
や
の
中
山
」
の
現
実
の
自
然
の
情
景

を
立
体
的
に
表
現
し
、
大
井
川
の
淵
瀬
を
蓮
台
で
渡
る
折
の
「
目
ふ
さ
ぎ
念
仏
申
す
う
ち
」

の
不
安
と
恐
怖
、
渡
り
終
え
た
後
に
「
わ
た
り
来
る
人
の
、
ち
い
さ
き
水
鳥
の
波
に
た
だ
よ

ひ
た
ら
ん
や
う
に
見
」
え
た
心
の
弾
み
を
あ
り
の
ま
ま
に
示
し
た
上
で
、
「
涼
し
さ
の
あ
つ
さ

に
か
は
る
淵
瀬
か
な
」
と
、
実
感
を
平
明
な
こ
と
ば
の
中
に
吟
じ
込
め
、

愛
よ
り
舟
に
乗
り
て
、
宵
の
程
に
四
里
ば
か
り
漕
ぎ
出
す
に
、
風
あ
し
き
と
て
か
え
り
ぬ
。
か
く

と
も

い
だ

て
艫
の
方
に
、
う
し
車
引
き
出
せ
る
や
う
に
、
こ
ろ
こ
ろ
と
枕
に
ひ
び
き
て
、
ま
ど
ろ
み
も
や
ら
ず
、

短
夜
な
が
ら
千
歳
ふ
る
心
地
す
。
や
や
暁
は
な
れ
け
る
ま
ま
に
、
さ
し
覗
き
て
み
れ
ば
、
車
に
は
あ

い
だ

ら
ず
、
船
頭
の
軒
な
り
け
り
。
傍
の
人
の
ゆ
り
起
し
て
、
は
や
く
舟
を
出
せ
よ
と
い
へ
ぱ
、
あ
な
か
し

が
ま
し
、
舟
は
風
に
こ
そ
ま
か
せ
つ
れ
と
、
あ
く
び
う
ち
し
て
足
を
踏
み
の
ば
し
、
手
を
上
へ
さ
し
上

級
日
記
』
、
鎌
倉
期
の
『
十
六
夜
日
記
』
な
ど
が
導
き
出
し
た
「
旅
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
な
ぞ
っ
て

旅
を
し
、
自
ら
を
既
知
の
物
語
や
紀
行
文
の
主
人
公
に
擬
し
て
紀
行
文
を
記
す
レ
ベ
ル
〔
注
七
〕

に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
諸
九
尼
は
、
旅
の
現
実
を
雅
俗
の
別
な
く
活
写
し
、
作
者
の

真
情
を
率
直
に
表
現
し
得
て
い
る
。
こ
の
点
に
お
い
て
、
『
秋
か
ぜ
の
記
』
は
高
い
文
学
史
的

地
位
が
与
え
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、

十
八
日
、
空
晴
れ
ぬ
。
さ
や
の
中
山
は
、
け
は
し
き
峠
も
な
け
れ
ど
、
行
き
ち
が
ふ
馬
も
人
も
、

山
陰
に
み
え
か
く
れ
て
さ
び
し
。
閑
呼
鳥
の
声
、
ほ
の
か
に
き
こ
え
、
行
き
行
く
も
ね
ぶ
た
き
心
ち

し
け
り
。
菊
川
も
ほ
ど
過
ぎ
て
、
大
井
川
に
い
た
り
ぬ
。
此
程
の
雨
に
水
高
く
、
き
の
ふ
ま
で
渡
し
も

と
ま
り
け
る
が
、
け
ふ
な
ん
川
の
口
あ
き
ぬ
る
よ
し
、
聞
く
も
う
れ
し
く
、
い
ざ
わ
た
し
て
と
い
へ
ば
、

お
か
し
く
作
り
た
る
台
に
か
き
の
せ
、
人
あ
ま
た
し
て
か
つ
ぎ
行
く
。
肩
の
上
に
波
打
ち
こ
し
て
、
あ

や
う
く
お
そ
ろ
し
く
、
い
き
た
る
心
地
も
せ
で
、
目
ふ
さ
ぎ
念
仏
申
す
う
ち
に
、
わ
た
り
は
て
ぬ
。

は
る

夢
の
さ
め
た
ら
ん
や
う
に
み
か
へ
れ
ば
、
跡
は
遙
か
に
、
わ
た
り
来
る
人
の
、
ち
い
さ
き
水
鳥
の
波
に

な
が

た
だ
よ
ひ
た
ら
ん
や
う
に
見
る
さ
へ
、
い
み
じ
く
め
づ
ら
し
く
詠
め
ら
れ
て
、

涼
し
さ
の
あ
つ
さ
に
か
は
る
淵
瀬
か
な

と
い
う
記
述
が
、
歌
枕
（
和
歌
の
名
所
）
で
あ
る
「
さ
や
の
中
山
」
の

げ
た
る
様
は
、
舟
よ
り
も
此
男
の
丈
ぞ
い
と
長
か
り
け
り
。

と
い
う
記
述
が
、
利
根
川
下
り
の
舟
に
乗
っ
た
折
、
「
う
し
車
引
出
せ
る
や
う
に
」
鳴
り
響

く
音
の
た
め
に
眠
れ
な
か
っ
た
が
、
そ
の
音
が
「
車
」
で
は
な
く
「
船
頭
の
軒
」
で
あ
っ
た
と
驚

き
、
そ
の
船
頭
の
野
卑
な
様
子
を
嫌
悪
す
る
で
も
な
く
、
「
舟
よ
り
も
此
男
の
丈
ぞ
い
と
長

か
り
け
り
」
と
面
白
げ
に
描
写
す
る
表
現
傾
向
を
示
し
て
い
る
点
な
ど
は
注
目
さ
れ
て
よ

こ
の
よ
う
に
、
時
に
は
、
思
い
切
っ
て
、
土
地
の
現
実
に
触
れ
た
感
興
を
奔
放
自
在
に
表

現
す
る
創
作
姿
勢
は
、
「
一
つ
の
定
め
ら
れ
た
枠
の
中
で
、
そ
れ
に
ふ
さ
わ
し
い
題
材
を
選

び
、
予
定
さ
れ
た
感
動
に
ひ
た
り
、
細
部
の
描
写
に
心
を
砕
く
」
〔
注
八
〕
こ
と
を
基
本
的
姿
勢

と
す
る
他
の
女
性
紀
行
と
は
異
な
る
独
自
性
を
有
し
て
い
る
と
言
え
る
。
倉
敷
の
俳
人

ぽ
う

暮
雨
が
、
彼
女
を
『
十
六
夜
日
記
』
の
作
者
阿
仏
尼
や
『
更
級
日
記
』
の
作
者
菅
原
孝
標
女

と
並
ぶ
「
女
中
ノ
豪
傑
」
（
『
秋
か
ぜ
の
記
』
暮
雨
序
）
と
絶
賛
す
る
所
以
で
あ
る
。

八
月
五
日
、
仙
台
を
出
立
し
帰
途
に
つ
い
た
諸
九
尼
は
、
十
二
日
に
は
白
河
の
関
に
着

い
た
。
彼
女
は
、
こ
の
和
歌
の
名
所
で
の
感
懐
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
い
る
。

い

覚
束
な
き
日
数
つ
も
り
て
、
十
二
日
に
は
白
川
の
関
に
出
で
ぬ
。
山
も
野
も
を
し
な
く
て
色
づ
き

わ
た
る
、
木
ず
ゑ
の
川
づ
ら
に
う
つ
り
て
、
か
ら
く
れ
な
ゐ
に
染
め
な
せ
る
気
色
、
都
に
は
ま
だ
青
葉

に
て
み
し
か
ど
も
紅
葉
ち
り
し
く
と
詠
じ
た
る
も
、
そ
ぞ
ろ
に
心
に
こ
た
へ
て
、

い
つ
と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
や
あ
き
の
風

と
こ
ろ
で
、
陸
奥
国
の
玄
関
口
で
あ
る
白
河
の
関
は
、
里
村
昌
琢
編
『
類
字
名
所
和
歌

集
』
（
元
和
三
年
刊
）
第
六
「
白
川
関
」
に
掲
げ
ら
れ
た
歌
の
よ
う
に
、

い
◎

《
四
》
『
秋
か
ぜ
の
記
』
Ｉ
「
日
数
ふ
る
旅
」
１
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拾
適
秋
便
あ
ら
ば
か
で
都
へ
つ
げ
や
ら
む
け
ふ
白
川
の
関
は
こ
え
ぬ
と
平
兼
盛

（
中
略
）

後
拾
遺
旅
都
を
ば
霞
と
と
も
に
立
ち
し
か
ど
秋
風
ぞ
吹
く
し
ら
川
の
関
能
因
法
師

響

千
載
夏
み
で
過
ぐ
る
人
し
な
け
れ
ば
卯
花
の
咲
け
る
塙
ね
や
し
ら
川
の
関藤

原
季
通
朝
臣

同
秋
下
紅
葉
ぱ
の
み
な
紅
に
ち
り
し
け
ば
名
の
み
な
り
け
り
白
川
の
関
左
大
弁
親
宗

同
都
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
み
し
か
ど
も
紅
葉
ち
り
し
く
白
川
の
関
従
三
位
頼
政

続
後
拾
遺
冬
わ
か
れ
に
し
宮
こ
の
あ
き
の
日
数
さ
へ
つ
も
れ
ば
雪
の
白
川
の
関
大
江
貞
重

同
物
名
都
出
て
日
数
思
へ
ば
道
と
を
み
こ
ろ
も
へ
に
け
る
白
川
の
関
津
守
国
助

（
下
略
）

な
ど
と
詠
ま
れ
て
き
た
。
右
の
歌
に
共
通
す
る
も
の
は
、
宇
城
由
文
氏
が
説
く
通
り
〔
違
九
〕
、

「
遠
く
離
れ
た
都
へ
の
郷
愁
で
あ
り
、
こ
こ
に
到
る
ま
で
に
要
し
た
日
数
の
長
さ
」
で
あ
る
。

歌
枕
と
し
て
の
本
意
は
「
ま
る
で
地
の
果
て
に
来
た
如
き
不
安
と
、
そ
れ
故
に
生
じ
る
都
へ
の

限
り
な
き
郷
愁
」
に
あ
り
、
イ
メ
ー
ジ
は
、
俳
譜
の
世
界
で
も
そ
の
ま
ま
踏
襲
さ
れ
て
行

く
。
実
際
、
松
江
重
頼
編
『
佐
夜
中
山
集
芦
寛
文
四
年
刊
）
巻
六
「
名
所
之
付
合
廿
一
代

集
歌
詞
書
等
」
に
、

「
白
河
の
関
」
…
月
秋
風
旅
別
都
恋
雪
時
雨
紅
葉
卯
花
み
ち
の
く
東
路

塩
竃
浦

高
瀬
梅
盛
編
『
俳
譜
類
船
集
』
（
延
宝
四
年
刊
）
に
、

「
白
川
の
関
」
…
秋
風
ぞ
ふ
く
唐
錦
ゑ
ぞ
が
千
嶋
塩
竃
の
浦
卯
花
東
路
日
数
ふ
る

旅
霞
泪
み
ち
の
く
紅
葉
花

と
あ
る
通
り
、
歌
枕
そ
の
ま
ま
の
付
合
語
が
、
こ
れ
ら
に
は
登
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

『
お
く
の
ほ
そ
道
』
の
白
河
の
条
が
右
の
歌
枕
本
意
に
忠
実
に
書
か
れ
て
い
る
こ
と
は
、
乾

裕
幸
氏
が
、

と
伝
承
化
さ
れ
た
数
寄
者
能
因
の
故
事
〔
途
十
こ
に
則
し
て
、
白
河
の
地
で
「
早
苗
に
も
我
色

黒
き
日
数
哉
」
（
『
俳
譜
書
留
』
）
と
詠
む
〔
注
十
二
〕
ほ
ど
で
あ
り
、
結
局
、
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
は

採
用
し
な
か
っ
た
に
し
ろ
、
「
日
数
」
の
語
だ
け
は
、
「
心
許
な
き
日
か
ず
」
と
残
す
ほ
ど
な
の

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
白
河
の
関
は
、
い
わ
ば
、
歌
俳
共
通
し
て
「
月
日
を
こ
え
て
行
よ
し

を
読
」
（
『
歌
枕
秋
の
寝
覚
』
む
僻
廠
の
聖
地
と
し
て
伝
承
さ
れ
、
陸
奥
に
君
臨
し
て
き
た
の

心
許
な
き
日
か
ず
重
る
ま
ま
に
（
類
船
「
日
数
ふ
る
旅
」
）
、
白
川
の
関
に
か
か
り
て
旅
心
定
り
ぬ
。
い

か
で
都
へ
と
便
り
求
め
し
も
断
り
也
（
佐
夜
「
都
恋
」
）
。
中
に
も
此
の
関
は
三
関
の
一
に
し
て
、
風
騒
の

人
心
を
と
ど
む
。
秋
風
を
耳
に
残
し
（
佐
夜
「
秋
風
」
・
類
船
「
秋
風
ぞ
ふ
く
」
）
、
紅
葉
を
悌
に
し
て

（
佐
夜
・
類
船
「
紅
葉
」
）
、
青
葉
の
梢
猶
あ
は
れ
也
。
卯
の
花
の
白
妙
（
佐
夜
・
類
船
「
卯
の
花
こ
に
、
茨

の
花
の
咲
そ
ひ
て
、
雪
に
も
こ
ゆ
る
心
地
ぞ
す
る
（
佐
夜
「
雪
」
）
。
古
人
冠
を
正
し
衣
装
を
改
め
し
事

な
ど
、
清
輔
の
筆
に
も
と
ど
め
置
か
れ
し
と
ぞ
。

卯
の
花
を
か
ざ
し
に
関
の
晴
着
か
な
曾
良

と
具
体
的
に
照
ら
し
合
わ
せ
て
指
摘
す
る
通
り
〔
途
十
〕
、
こ
の
段
に
お
け
る
芭
蕉
自
身
に
よ
る

判
断
は
、
「
旅
心
定
り
ぬ
」
と
「
青
葉
の
梢
猶
あ
は
れ
也
」
の
二
つ
に
過
ぎ
な
い
。
実
景
は
「
茨

の
花
」
の
み
な
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
、
芭
蕉
は
、
能
因
の
「
秋
風
ぞ
吹
く
」
の
歌
に
深
く
執

で
あ
る
。

し
、

上
述
し
た
白
河
の
関
の
文
学
的
伝
統
と
そ
の
存
在
像
に
照
ら
せ
ば
、
諸
九
尼
の
白
河
の

関
の
描
き
方
も
や
は
り
こ
の
歌
枕
の
本
意
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
つ
ま

能
因
法
師
が
「
秋
風
ぞ
吹
く
」
の
歌
を
不
慮
に
案
じ
い
だ
し
て
、
こ
の
歌
は
そ
の
所
に
さ
し
向
か
は
で

は
詠
み
が
た
き
事
と
思
ひ
て
、
か
の
歌
披
露
せ
ん
た
め
に
、
洛
中
の
好
士
達
に
い
と
ま
乞
ひ
て
、
（
中

略
）
半
年
ば
か
り
わ
ざ
と
家
に
桟
敷
を
か
ま
へ
て
、
軒
を
日
の
光
の
入
る
程
こ
ぽ
ち
の
け
て
、
顔
を
日

に
あ
ぶ
り
黒
め
て
後
、
さ
し
い
で
て
、
修
行
よ
り
帰
り
侍
り
ぬ
と
て
、
こ
の
歌
を
出
し
け
る
と
な
ん
。

（
『
愚
秘
抄
』
）
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そ
れ
に
し
て
も
、
「
そ
ぞ
ろ
に
心
に
こ
た
へ
て
」
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
。

眼
前
の
紅
葉
の
景
を
通
し
て
、
先
の
源
三
位
頼
政
の
「
都
に
は
ま
だ
青
葉
に
て
み
し
か
ど

も
」
の
歌
を
世
界
を
実
感
し
得
た
喜
び
を
表
現
し
得
た
喜
び
を
表
現
し
た
に
し
て
は
些
か

大
袈
裟
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
「
あ
き
の
風
」
と
「
笠
」
と
の
関
わ
り
も
今
ひ
と
つ
明
確
で
は
な

い
。
と
い
う
こ
と
は
、
右
の
二
点
を
明
確
に
し
な
い
限
り
、
「
い
つ
と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
や
あ

き
の
風
」
の
句
も
十
分
に
理
解
し
得
な
い
こ
と
に
な
る
。
以
下
、
こ
れ
ら
の
点
に
つ
い
て
考
察

す
る
こ
と
で
本
稿
の
結
び
と
し
た
い
と
思
う
。

ま
ず
、
「
い
つ
と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
」
が
、
「
日
数
ふ
る
旅
戻
長
旅
）
の
象
徴
で
あ
る
こ
と
は
先

に
述
べ
た
通
り
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
「
い
つ
と
な
く
」
に
注
意
し
て
み
よ
う
。

「
い
つ
と
な
く
」
と
い
う
こ
と
ば
は
、
「
い
つ
の
ま
に
か
」
の
意
だ
が
、
こ
れ
は
、
源
三
位
頼
政

り
、
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
に
「
心
許
な
き
日
か
ず
重
る
ま
ま
に
、
白
川
の
関
に
か
か
り
て
旅
心

定
り
ぬ
」
と
あ
る
の
を
踏
ま
え
て
、
「
覚
束
な
き
日
数
つ
も
り
て
、
十
二
日
に
は
白
川
の
関
に

出
で
ぬ
」
と
書
き
、
眼
前
の
「
山
も
野
も
を
し
な
く
て
色
づ
き
わ
た
る
」
紅
葉
の
風
景
に
、
「
都

に
は
ま
だ
青
葉
に
て
み
し
か
ど
も
紅
葉
ち
り
し
く
」
（
『
千
載
集
』
巻
五
秋
歌
下
・
源
三
位
頼

政
）
白
河
の
関
の
、
都
か
ら
の
長
い
日
数
の
経
過
を
詠
嘆
す
る
詩
情
を
重
ね
た
上
で
、
「
い
つ

と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
や
あ
き
の
風
」
と
詠
み
、
長
途
の
旅
の
間
に
い
つ
の
ま
に
か
端
が
ほ
つ
れ

て
し
ま
っ
た
「
笠
」
を
通
し
て
、
「
日
数
ふ
る
旅
」
の
イ
メ
ー
ジ
を
具
象
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

常
套
的
な
顔
の
色
で
は
な
く
、
「
麻
の
さ
衣
も
し
ほ
れ
は
て
た
る
様
」
（
『
連
歌
至
宝
抄
』
）
で
も

な
く
、
旅
の
象
徴
た
る
「
笠
」
の
ほ
つ
れ
に
「
日
数
ふ
る
旅
」
の
本
意
を
惨
ま
せ
る
手
法
は
見

事
な
手
際
と
言
え
る
。

《
四
》
『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
い
う
標
題

の
「
都
に
は
」
の
歌
と
同
じ
く
、
都
を
青
葉
の
頃
に
出
発
し
、
文
字
通
り
「
紅
葉
ち
り
し
く
」

頃
ま
で
続
け
て
き
た
長
い
旅
の
間
中
、
日
頃
顧
み
た
こ
と
が
な
か
っ
た
「
笠
」
に
、
思
わ
ず
「
ほ

つ
れ
し
」
部
分
が
あ
る
こ
と
に
気
づ
い
た
軽
い
心
の
動
揺
を
示
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。
あ
る

い
は
、
「
笠
」
の
「
い
つ
の
ま
に
か
」
ほ
つ
れ
た
端
が
秋
風
に
微
か
に
震
え
て
い
る
の
を
見
て
、
「
目

に
は
さ
や
か
に
見
え
」
（
『
古
今
集
』
秋
上
・
藤
原
敏
行
）
ぬ
悲
秋
の
到
来
を
、
虚
を
衝
か
れ
た

よ
う
に
痛
感
し
て
、
季
節
が
二
度
と
回
帰
す
る
こ
と
が
な
い
ま
ま
に
、
い
つ
知
ら
ず
推
移
し

て
い
る
こ
と
へ
の
作
者
の
驚
き
を
も
二
重
に
言
い
こ
め
た
表
現
と
も
考
え
ら
れ
る
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
「
い
つ
と
な
く
」
は
、
自
ら
の
日
々
の
営
み
と
は
関
わ
り
な
く
、
時
が
、

季
節
が
無
情
に
も
経
過
し
、
回
帰
す
る
こ
と
が
な
い
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
よ

う
。
と
す
れ
ば
、
源
三
位
頼
政
の
「
都
に
は
」
の
歌
に
「
そ
ぞ
ろ
に
心
に
こ
た
へ
て
」
と
い
う
の

も
、
「
い
つ
と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
」
と
同
じ
く
、
時
、
季
節
の
推
移
と
と
も
に
、
人
生
も
「
い
つ

と
な
く
」
し
か
し
確
実
に
移
り
変
わ
り
、
老
い
を
迎
え
る
こ
と
を
身
に
沁
み
て
感
受
し
た
こ

と
を
言
い
表
し
た
も
の
で
あ
る
と
分
か
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

か
く
考
え
る
と
、
「
い
つ
と
な
く
ほ
つ
れ
し
笠
や
あ
き
の
風
」
の
句
は
、
明
和
八
年
（
一
七

七
一
）
、
五
十
八
歳
の
「
覚
束
な
き
老
の
身
」
（
『
秋
風
の
記
』
仙
台
の
条
）
で
あ
る
俳
尼
の
人
生

の
秋
の
悲
し
み
を
繊
細
に
表
現
し
た
自
照
句
の
秀
吟
で
あ
る
こ
と
が
理
解
で
き
る
の
で
は
な

諸
九
尼
は
、
こ
の
句
の
下
五
「
あ
き
の
風
」
に
「
記
」
の
語
を
添
え
て
『
秋
か
ぜ
の
記
』
と
い
う

標
題
を
作
っ
た
。
ま
さ
に
、
こ
の
名
に
は
、
四
季
の
巡
り
と
と
も
に
人
生
の
流
転
と
行
脚
を

繰
り
返
し
て
き
た
諸
九
尼
の
人
生
の
軌
跡
が
言
い
込
め
ら
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
本
紀
行
の

序
文
を
記
し
た
倉
敷
の
暮
雨
の
こ
と
ば
に
倣
え
ば
、
自
照
性
豊
か
な
命
名
意
識
と
い
う
点

で
も
、
『
秋
か
ぜ
の
記
』
は
、
菅
原
孝
標
女
が
老
い
た
我
が
身
を
更
級
の
嬢
捨
山
の
蝿
に
擬
し

て
日
記
の
標
題
と
し
た
『
更
級
日
記
』
と
並
ぶ
作
品
で
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。

一
、
。
◎

し
力

1
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近
世
期
の
紀
行
文
の
標
題
は
類
型
的
常
套
的
に
命
名
さ
れ
、
標
題
も
付
さ
れ
ず
に
草

稿
の
ま
ま
書
き
捨
て
ら
れ
た
作
品
も
多
く
、
『
奥
の
細
道
』
や
『
秋
か
ぜ
の
記
』
の
よ
う
に
作

者
独
自
の
明
確
な
命
名
意
識
が
窺
え
る
も
の
は
少
数
で
あ
っ
た
。
今
後
は
、
こ
う
し
た
標
題

の
命
名
意
識
に
潜
む
「
紀
行
文
」
を
記
す
人
々
の
創
作
姿
勢
や
、
当
時
の
「
紀
行
文
」
の
文

芸
的
価
値
の
問
題
な
ど
を
考
察
し
た
い
。

※
※
注
※
※

〔
注
一
〕
白
石
悌
三
氏
「
も
う
一
つ
の
『
細
道
』
ｌ
芭
茜

五
○
年
一
二
月
号
）

〔
注
二
〕
分
類
の
際
に
は
、
板
坂
縮
子
氏
の
諸
業
績
一

り
か
ん
社
平
成
五
年
刊
）
の
学
恩
に
は
感
謝
し
た
い
。

ロ
石
悌
三
氏
「
も
う
一
つ
の
『
細
道
』
ｌ
芭
蕉

〔
注
五
〕
大
内
初
夫
氏
は
、
『
俳
林
遁
遙
監
勉
誠
社
昭
和
五
九
年
刊
）
所
収
「
旅
の
俳
譜
師
諸
九
尼

ｌ
そ
の
生
涯
と
俳
句
Ｉ
」
の
中
で
、
諸
九
尼
の
人
生
を
三
期
に
分
け
、
浮
風
と
共
に
暮
ら
し
た
二
期

十
九
年
の
上
方
時
代
の
句
の
中
か
ら
佳
句
を
掲
げ
、
こ
れ
ら
の
作
品
に
「
繊
細
鋭
敏
な
感
性
や
小

さ
な
生
物
に
対
す
る
愛
憐
の
情
」
が
窺
わ
れ
る
と
し
た
。

〔
注
四
〕
大
内
初
夫
氏
・
飯
野
松
子
氏
・
阿
部
王
樹
氏
編
『
湖
白
庵
諸
九
尼
全
集
増
訂
版
凧

泉
書
院
昭
和
六
一
年
刊
）
所
収
「
湖
白
庵
諸
九
尼
の
生
涯
」
（
大
内
初
夫
氏
）
で
は
、
「
宝
暦
一

『
窓
の
春
』
編
集
の
際
、
碓
鳩
号
に
改
め
た
と
も
考
え
ら
れ
る
二
四
二
五
～
四
二
六
頁
）
と
あ
る
。

日
庵
諸
九
尼
全
集
増
訂
版
芦

〔
注
三
〕
『
俳
文
普

一
氏
担
当
）
参
照
。

『
俳
文
学

《
五
》
今
後
の
課
題

と
歌
枕
に
つ
い
て
の
試
論
ｌ
」
（
『
文
学
』
昭
和

二
月
号
）

分
類
の
際
に
は
、
板
坂
縮
子
氏
の
諸
業
績
を
参
照
し
た
。
特
に
、
『
江
戸
の
旅
と
文
学
』
（
●
へ

大
辞
典
芦
角
川
書
店
平
成
七
年
刊
）
六
六
○
頁
「
野
ざ
ら
し
紀
行
云
弥
吉
菅和

（
大
内
初
夫
氏
）
で
は
、
「
宝
暦
六
年

〔
注
六
〕
本
文
は
、
注
四
の
全
集
本
に
拠
っ
た
が
、
適
宜
濁
点
を
付
し
た
。
以
下
、
同
じ
。

〔
注
七
〕
板
坂
耀
子
氏
『
江
戸
の
旅
と
文
学
』
（
●
へ
り
か
ん
社
・
平
成
五
年
刊
）
所
収
「
女
性
と
旅
」
一
六

二
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

〔
注
八
〕
注
七
上
掲
書
「
女
性
と
旅
」
一
六
五
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

〔
注
九
〕
宇
城
由
文
氏
「
風
流
の
初
ｌ
『
奥
の
細
道
』
試
論
ｌ
」
（
森
川
昭
氏
編
『
俳
譜
史
の
新
し
き
地

平
』
〈
勉
誠
社
平
成
四
年
刊
〉
所
収
）
二
○
一
～
二
○
二
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

〔
注
十
〕
乾
裕
幸
氏
「
『
お
く
の
ほ
そ
道
』
・
歌
枕
の
想
像
力
」
（
『
国
文
学
』
第
三
四
巻
第
六
号
〈
平
成

元
年
五
月
〉
）
四
九
頁
～
五
○
頁
に
指
摘
が
あ
る
。

〔
注
十
ご
『
袋
草
紙
』
『
十
訓
抄
』
『
古
今
著
聞
集
』
『
愚
秘
抄
』
な
ど
は
、
能
因
の
数
寄
者
ぶ
り
を
示

す
例
と
し
て
陸
奥
行
脚
を
虚
構
と
す
る
話
を
載
せ
る
。

ま
づ

〔
注
十
二
〕
後
日
「
西
か
東
か
先
早
苗
に
も
秋
の
風
」
と
改
作
し
て
い
る
が
、
こ
の
句
も
『
奥
の
細
道
』

に
は
採
用
し
て
い
な
い
。
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